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纏向遺跡で卑弥呼??の宮殿が出土したり この時代につながってゆく弥生の大鍛冶工房高地性集落が淡路・芦屋会下山で見つ

かるなど従来の視点を変える新しい発見が相次ぎ、かつ来館数増加が各博物館の緊急課題となって 本年秋 関西ではちょっ

とした古代史展がブーム。 博物館が連携して卑弥呼邪馬台国・初期大和王権成立に果たした「鉄」の役割を問う特別展・シ

ンポ・連続講演会が20以上各地の博物館で開催され、古代史ファンが数多く詰めかけ、弥生の末期から古墳時代にかけての

国家成立期 朝鮮半島から古代大和へと続く「鉄の道」の役割が広くクローズアップされた。 

 

誰もが知っているようで、中々自信持って話せない 古代日本の国家形成のアプローチ。  

古代のロマンを秘めたこの邪馬台国や大和王権成立の歴史研究には数多くの研究者・歴史愛好家が加わり、そのアプローチは

千差万別 それぞれが 自分の尺度で好き勝手に語るので 聞く方の頭の整理が追いつかない。 

魏志倭人伝に記紀 中国鏡に三角縁神獣鏡 遺跡遺構・出土物 鉄器に青銅器 墳墓形式 

時代の表し方も 土器編年 鏡編年 時代区分 世紀表示  

鏡を丹念に説明してもらっても 銅鐸???  銅矛???  土器も 〇〇式の土器 布留だ 庄内式と言われても…と 

それらに「吉野ヶ里 纏向 箸墓古墳 奴国だ 卑弥呼・邪馬台国だ 倭だ」と話が膨らみ それにばらばらな 年代表記が

加わるともう頭の中で ぐしゃぐしゃ。 話がどうつながっているのか もう お手上げでした。 

今回 それぞれの特別展が連携して しかも 同時期に「鉄」をキーワードに数多くの事柄を整理して聞くことができ、多数

のの資料も得て、年代表記も 鏡に土器 そして 中国魏書の記述 それぞれの相互関係も少しは理解でき、今まで ちんぷ

んかんぷんだった話が多少とも理解でき、頭の中がまとまってきたようなった気がしています。 

 

今回 関西の特別展・シンポジュームなどに出かけ、「卑弥呼の時代の鉄の役割」ついて 聞いたことを無手勝流にまとめる

とともに 今回得た資料から年代表記の相互比較や 魏書に書かれたことと史実の関係など 役に立ちそうな資料・図表整理

して集めてみました。 今回も思ったのですが、歴史の話は 何年前・西暦何年頃と共通年代尺度の付記はしてほしいもの。 

 

  2010年秋 関西での博物館連携で開催された主要な「鉄から見た弥 生から大和への時代変遷」関連の特別展リスト 

    ● 2010年10月2日～12月5日 

      近つ飛鳥博物館「鉄とヤマト王権」 邪馬台国から百舌鳥・古市古墳群の時代へ  

    ● 2010年10月30日～12月5日 

      兵庫県立考古博物館ふるさと発掘展「弥生の鍛冶工房 五斗長垣内遺跡への道」(淡路島震災記念館) 

    ● 2010年10月2日～11月28日 

      兵庫県立考古博物館「茶すり山古墳」巨大円墳に眠る播磨の王 

    ● 2010年 9月22日～11月23日 

      天理大学付属天理参考館「よみがえるヤマトの王墓」東大寺山古墳と謎の鉄刀 

    ● 2010年 10月9日～12月12日  

      大阪府立弥生博物館 九州と近畿「邪馬台国」 
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弥生の定住農耕文化の始まりとともに、紀元前２世紀頃に鉄が伝来し、その後 時代とともに、大陸・朝鮮半島から 鉄製品

や鉄素材を輸入しつつ、それらを鍛冶加工して数々の農耕具・武器など、石器を置き換えつつ鉄器の時代を作り上げた。 

そして、同時に この時期 定住農耕の社会の展開は集団化をますます発展させ、地域集団から地域首長国 そして国 へと

社会を高度に発展させ、やがて 卑弥呼・邪馬台国から 大和王権による日本統一へと進んでいった。 

弥生時代の水田稲作と鉄器は切り離せないものとして、弥生時代に日本全体が鉄器時代に入ったとみられがちであるが、鉄器

の利用・普及には日本各地で大きな差があり、弥生時代の後期を迎えても 北部九州を除き、主要利器は石器であり、実用鉄

器が大きく花開くのは古墳時代に入ってからだという。 

愛媛大学村上恭通氏によれば、各地に首長国が誕生していた弥生後期２世紀～３世紀初めになっても 

「西から東へ伝わってきた鉄の最前線は北陸・丹後・播磨・阿波を結ぶ線ではないか  

また、鉄に対する温度差が日本各地であったようだ」という。 

畿内の中心 大和での鉄の蓄積は小さく、大陸／朝鮮半島に近い北部九州首長国が安定な鉄器入手経路を支配し、山陰・丹後・

北陸の日本海沿岸もまた独自の鉄の入手路を確保していた様であるが、瀬戸内沿岸や畿内・東国の諸国は鉄の入手を北部九州

に頼らざるを得ず、思うように利用できる鉄素材・鉄製品を手に入れられなかったと考えられる。 

 

卑弥呼・邪馬台国が登場する弥生の終末期 3世紀半ば 国内の鉄の事情が一変する。 

北部九州に偏在していた鉄器・鉄器加工技術の中心が畿内に移り、北部九州の鉄器製造は衰退するのである。 

その卑弥呼が登場する前の時代には 地域集団そして各地の国々での争いが多発し、特に瀬戸内海に沿う地方では 鍛冶工房

など生産工房を持つ高地性集落とその麓周辺にも数多くの集落ができる。 ところが それらの集落は 卑弥呼が登場するす

ぐ前にほとんどが次の時代につながらす消滅する。 摂津・淡路・吉備そして九州でも同じという。 

これらの変化はいったい何を意味するのか 卑弥呼登場と関係するのか・・・興味深いところである。 

 

また、弥生時代 鉄器が中国・朝鮮半島から鉄器が入って来るが、実用鉄器を見ると 農耕具など多彩な実用鉄器が使われた

のは豊富な鉄素材を入手できる北部九州などに限られ、それ以外ではほとんどが、まだ小型の工具などを除いてはほとんどが

石器である。 畿内でも弥生時代後期にならないと実用鉄器はなかなか普及してこない。  

この時代でも 畿内での鉄器出土数は限られているが、大幅に石器製造数が激減し、なおかつ 鉄器が組み込まれ田と考えら

れる柄が多数出土し、鉄器の需要がこの時代大きく高まっていったことがうかがえる。  

 

 



弥生時代の鉄の流れを見ると  

西から東へ 鉄器の量・質・大きさとともに鉄製品の加工技術の稚拙さや適用鉄器の拡がりなどが、西へ行くほど退化してい

る傾向がみられ、弥生時代後期へと時代が下るにつれ、鉄器加工技術が退化の傾向が地域によって現れている。 

この理由は 獣文に考証されていないが、鉄素材の供給を先進地大陸・朝鮮半島に最も近い北部九州に握られ、鉄素材や鉄器

の量・質 そして その加工技術も北部九州に握られていた表れと考えられよう。 

この大陸・朝鮮半島の鉄を巡って、大陸・朝鮮半島の先進文化・技術とともに鉄素材・鉄器の量・質とも潤沢に入手したい瀬

戸内・畿内の首長国は支配権の奪取がきわめて大きな課題であったに違いない。 

何がきっかけかはわからないが、鉄の安定確保を巡って北部九州と西日本諸国の間で、争いが頻発したと想像される。 

１世紀後半から３世紀初頭にかけて、特に必要に迫られていた瀬戸内・畿内の諸国は連合して、北部九州と争い 北部九州か

ら鉄の支配権を奪い取っていった。 これが 中国魏志倭人伝に書かれた倭国の大乱であろうか??。 

 

瀬戸内海岸沿いの首長国には 鉄鍛冶工房など生産工房とともに戦に備えた数多くの高地性集落の出現し、「鉄の安定供給」

を目的とした瀬戸内・畿内首長国連合である女王卑弥呼の邪馬台国連合が北部九州から鉄の供給権を奪取する。 

その後、大和を中心とした連合は鉄の支配権を武器に 自立していた出雲・丹後・東海そして東国諸国を連合の中に組み入れ、

前方後円墳を連合の象徴として初期大和王権が成立してゆく。 

この時代変遷をもたらしたのは「朝鮮半島の鉄」の入手がキーワード 

これが、どうも弥生時代から 伊都国など北部九州勢力の時代を経て 卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権の統一国家形成への 

時代変遷の基本的な流れのようだ。  

 

私をふくめて素人では なんだか誰でも知っているようで、個々にはみんなばらばらで、なかなか 自信持って話せない 古

代日本の国家形成のアプローチ。 これで 人の話も以前より理解できそうである。 

また、弥生時代 鉄器が中国・朝鮮半島から鉄器が入って来るが、実用鉄器を見ると 農耕具など多彩な実用鉄器が使われた

のは豊富な鉄素材を入手できる北部九州などに限られ、それ以外ではほとんどが、まだ小型の工具などを除いてはほとんどが

石器である。 畿内でも弥生時代後期にならないと実用鉄器はなかなか普及してこない。でも畿内での鉄器出土数は限られて

いるが、大幅に石器製造数が激減し、なおかつ 鉄器が組み込まれたと考えられる柄が多数出土し、鉄器の需要がこの時代大

きく高まっていったことがうかがえる。  

 

以上 ２０１０年秋 関西で開催された「鉄から見た弥生から大和への時代変遷」に関するいくつかのシンポ・講演会を聴講

して得たメモ・感想より整理しましたが、整理のベースに 白石太一郎氏(近つ飛鳥博物館館長)の講演「倭国連合の形成と鉄」

を置きましたので、随所に白石説に引っ張られていると思われますので、この点 ご留意ください。 

by Mutsu Nakanishi 

 

【補足】 

大陸・朝鮮半島と自立して交流し、鉄のルートを有し、それぞれ独自の文化を育んでいた出雲など 

の日本海諸国が、最初から邪馬台国連合に加わっていたのか、後で加わったのかはよく判らない。 

● また、北部九州から大和への勢力移行については 記紀が記す北部九州から大和への東遷説も根強いが、人の交流

移動についてまわる土器の流入移動から見ると、この弥生終末期・古墳前期 北部九州への畿内土器の流入が数多

くみられるのに対し、北部九州の土器の畿内への流入が小さいといわれ、人の移動は他の地域より少ない。 

明確な見解があるわけではないが、東遷の可能性は小さいとの見方が根強い根拠の一つと言われる。 

● さらに 瀬戸内海を見晴らす瀬戸内沿岸の高地性集落をみると個々の集落からは全方位を見渡せないが、周辺の高

地性集落をつなぐと瀬戸内海全体が監視できること また これらの集落に連携する地域の土器が出土すること

から、瀬戸内海沿岸の讃岐・阿波・吉備・播磨の諸国の連携が読み取れるという。 

● なお、この時代 畿内への主要 鉄・文化の交流ルートは瀬戸内沿岸から播磨・摂津へのルートが 

主であり、讃岐から阿波→紀伊を通ってのルートは想定しにくいという。 



 

 

弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権 日本統一国家形成へ 時代を動かした鉄  

2010年秋 関西各地で開催された博物館特別展とそのシンポジュウム & 連続講演会 聴講まとめ 
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参考  2010年秋 関西での博物館連携で開催された 

「鉄から見た弥生から大和への時代変遷」関連の特別展リスト 

● 2010年10月2日～12月5日 

近つ飛鳥博物館「鉄とヤマト王権」 邪馬台国から百舌鳥・古市古墳群の時代へ  

   ● 2010年10月30日～12月5日 

兵庫県立考古博物館ふるさと発掘展「弥生の鍛冶工房 五斗長垣内遺跡への道」(淡路島震災記念館) 

   ● 2010年10月2日～11月28日 

       兵庫県立考古博物館「茶すり山古墳」巨大円墳に眠る播磨の王 

   ● 2010年 9月22日～11月23日 

天理大学付属天理参考館「よみがえるヤマトの王墓」東大寺山古墳と謎の鉄刀 

● 2010年 10月9日～12月12日  

大阪府立弥生博物館 九州と近畿「邪馬台国」 

 

  参考資料 

    1. 近つ飛鳥博物館「鉄とヤマト王権」特別展 図説 

    2. H22年 ふるさと発掘展「弥生の鍛冶工房 五斗長垣内遺跡への道」 兵庫県立考古博物館・淡路市教育委員会 

    3. 近つ飛鳥博物館H22秋季特別講演会資料 近つ飛鳥博物館白石太一郎氏講演資料「倭国連合形成と鉄」 

    4. H22年 ふるさと発掘展「弥生の鍛冶工房 五斗長垣内遺跡への道」連続講演会資料 

       芦屋市教育委員会 森岡秀人氏講演資料「鉄と青銅 近畿弥生社会における金属器生産」 

    5. H22年 ふるさと発掘展「弥生の鍛冶工房 五斗長垣内遺跡への道」シンポジュウム資料 

       「五斗長垣内遺跡の謎にせまる」 

    6. H20年兵庫県立考古博物館 ふるさと発掘展シンポジュウム 資料 

「倭国連合の成立と姫路地域の役割」 

    7. 村上恭通氏「古代国家の成立過程と鉄器生産」(青木書店) 

    8. 野島 永 氏「鉄から見た弥生・古墳時代の日本海交流」 

    9. 弥生博物館 H17特別展「北陸の玉と鉄」弥生王権の光と影 図説 

    10. 香芝市教育委員会2006年ふたかみ邪馬台国シンポジューム6 資料集 

        「邪馬台国時代の阿波・讃岐・播磨・と大和」 

    11. 播磨学研究所 最新考古学事情「播磨から読み解く邪馬台国」(神戸新聞総合出版センター)  

 

 

 

1. 魏志倭人伝等中国史書にみる日本  弥生から古墳時代にかけての時代変遷 

2. 中国鏡・三角縁神獣鏡の出土分布と編年 遺跡・遺物が示す日本の変化 

3. 弥生時代の鉄器出土分布の変化 

4. 卑弥呼邪馬台国から大和王権の確立へ 

5. 鉄の歴史年表 

6. 歴史年表と編年対応 



1.  中国史書 魏志倭人伝 にみる日本 弥生から古墳時代にかけての時代変遷 

 
 
■  倭国 百余国の首長国とそれらの盟主 女王国(邪馬台国)への経路 

   倭人は帶方の東南大海の中にあり、山島に依りて國邑をなす。旧百余國。漢の時朝見する者あり、今、使訳を

通ずる所三十國。郡より倭に至るには、海岸に循って水行し、韓國をへて、たちまち南したちまち東し、その北

岸狗邪韓國に至る七千余里。 

始めて一海を渡ること千余里、對馬國に至る。その大官を卑狗といい、副を卑奴母離という。居る所絶島にし

て、方四百余里ばかり。土地は山険しく深林多く、道路は禽鹿のこみちの如し。千余戸有 

り、良田無く、海物を食いて自活し、船に乗りて南北に市糴す。 

又南に一海を渡ること千余里、名づけて瀚海という。一大國に至る。官をまた卑狗といい、副を卑 

奴母離という。方三百里ばかり。竹木叢林多く、三千ばかりの家有り。やや田地有り、田を耕せどな 

お食足らず、また南北に市糴す。 

又一海を渡ること千余里、末盧國に至る。 

四千余戸有り。山海にそいて居る。草木茂盛し 

て、行くに前人を見ず。好んで魚鰒を捕うる 

に、水、深浅と無く、皆沈没してこれを取る。 

東南のかた陸行五百里にして、伊都國に至 

る。 

官を爾支といい、副を泄謨觚・柄渠觚という。 

千余戸有り。世王有るも皆女王國に統属す。郡 

の使が往来し、常に駐る所なり。 

 
魏書の筆者の地理感と方向の読み替え 邪馬台国論争 



■ 倭国の盟主女王国(邪馬台国)が北部九州の伊都国に「官」を置き、大陸・朝鮮半島との物流を支配 

女王國より以北には、特に一大率を置き、諸國を檢察せしむ。諸國これを畏憚す。 

常に伊都國に治す。國中において刺史の如きあり。 

王、使を遣わして京都、帯方郡、諸韓國に詣り、および郡の倭國に使するや、皆津に臨みて捜露し、文書、賜遺の

物を伝送して女王に詣らしめ、差錯するを得ず。 

邪馬台国の北方の諸国には一大率という官が置かれ、諸国を監視していた。一大率は常に伊都国で治めてい

た、魏の刺史のような役目を果たしていた。 

伊都国は中心地で、王が魏の都、帶方郡、韓の国々に使者を派遣する際や、郡の使者が倭国に来たさいは、

皆が港に臨んで文書や贈物の点検をして女王に送っていたので間違いは起きない。 

邪馬台国 卑弥呼の時代 邪馬台国は伊都国に一大卒という官を置き 大陸・朝鮮半島と国内諸首長国との間

の文物の出入りを厳しく監視していた。 

北部九州の首長国が握っていた大陸・朝鮮半島との交易・物流の支配権が女王国邪馬台国(連合)に移っている

ことを記録している。 この物流の中心は「朝鮮半島の鉄」であろう。  

 

■ 倭国の大乱と卑弥呼の女王国連合(邪馬台国連合)の誕生と卑弥呼のプロファイル 

その國、本また男子を以て王となし、住まること七、八十年。倭國乱れ、相攻伐すること歴年、乃ち共 

に一女子を立てて王となす。名付けて卑彌呼という。 

鬼道に事え、能く衆を惑わす。年已に長大なるも、夫婿なく、男弟あり、助けて國を治む。王と爲りしよ 

り以来、見るある者少なく、婢千人を以て自ら侍せしむ。ただ男子一人あり、飲食を給し、辞を伝え居 

処に出入す。宮室、楼観、城柵、嚴かに設け、常に人あり、兵を持して守衛す。 

倭国には元々は男王が置かれていたが、国家成立から70～80年を経た漢の霊帝の光和年間の頃に政情不安が

起き、歴年におよぶ戦乱の後、女子を共立し王とした。その女王が卑弥呼である。 

女王は鬼道によって人心を掌握し、既に高齢で夫は持たず、弟が国の支配を補佐した。卑弥呼は 1,000 人の

侍女に囲われ宮室や楼観で起居し、巡らされた城や柵、多数の兵士に守られていた。王位に就いて以来、人

と会うことはなく、一人の男子が飲食の世話や取次ぎをしていた。 

宮殿には楼閣（たかどの）や、城柵などが厳重につくってあり、警備兵が常に武器を持ち守衛している。 

この魏志倭人伝に記載された戦乱を「倭国の大乱」という。この倭国の大乱が何をさすのか よく判っていな

い。この大乱の後 北部九州の握っていた大陸・朝鮮半島との交易物流権が邪馬台国連合に移っていることは 

邪馬台国連合の性格を考えるうえで極めて重要で、「大陸の鉄」の交易物流権と考えられている。 

また、卑弥呼の宮殿の様子が記述されており、本年 大和纏向遺跡で宮殿跡とみられる遺構が出土した。また、

九州吉野ヶ里遺跡も大規模な城柵・楼観など宮殿の様相を示している 

 

■ 卑弥呼邪馬台国の朝貢 景初２年(２３８年)の記事  

景初二年六月、倭の女王、大夫難升米等を遣わし郡に詣り、天子に詣りて朝獻せんことを求む。 

太守劉夏、使を遣わし、将って送りて京都に詣らしむ。 その年十二月、詔書して倭の女王に報じていわく、

「親魏倭王卑彌呼に制詔す。帯方の太守劉夏、使を遣わし汝の大夫難升米、次使都市牛利を送り、汝献ずる

所の男生口四人、女生口六人、班布二匹二丈を奉り以て到る。女王は景初2 年（238 年）以降、帯方郡を通

じ数度にわたって魏に使者を送り、皇帝から親魏倭王に任じられた。 

 

■ 正始８年（248年）、 邪馬台国と狗奴国との紛争 

正始８年、太守王キ官に到る。倭の女王卑弥呼、狗奴國の男王卑弥弓呼と素より和せず。 

倭の載斯烏越等を遣わして郡に詣り、相攻撃する状を説く。塞曹エン史張政等を遣わし、因って詔書・黄幢をもた

らし、難升米に拝仮せしめ、檄をつくりてこれを告喩す。 

正始8年（248年）には、邪馬台国と狗奴国との紛争に際し、帯方郡から塞曹掾史張政が派遣されている。 この

狗奴国の場所は明確になっていないが、濃尾平野・東海地方と考えられている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 中国鏡・三角縁神獣鏡の出土分布と編年 遺跡・遺物が示す日本の変化 

  
漢鏡4期 紀元前1世紀後半から ずっと鏡の出土は北部九州に独占されていたのが、 

漢鏡７期第二段階 ３世紀初めになると一機にその出土が大和に変化し、北部九州から消え去る。 

( 瀬戸内海地域の３・４世紀の古墳からも、漢鏡６期７期の鏡が出土するが、 

鏡が示す時期と出土古墳が大きく異なり、異論があるので 検討からはずして見ている。) 

また、漢鏡に続く三角縁神獣鏡のうち、一番古い三角縁神獣鏡 正始元年(240)・景初３年(239)の銘のある第一・２５０年代

と考えられる第二段階の鏡は出現期の前方後円墳からしか出土しない。 

 

このことから ３世紀半ば 北部九州の勢力にとって代わって大和王権が成立するという大きな変革があったことが、中国

鏡・三角縁神獣鏡の出土変化からうかがえ、魏志倭人伝 邪馬台国連合の伊都国での大陸との流通統制の記述と符合する 

近つ飛鳥博物館館長白石太一郎氏は日本の古代国家成立について 

「 この狗奴国をはじめ東国の国々が、邪馬台国連合に加わり、 

加わった時期は不明なるも出雲・丹後も加わって  

前方後円墳を象徴とする大和初期王権が成立し、 

統一国家が形成 古墳時代の幕開けとなったとのではないか 」 

との仮説を提唱 



 

 

 



3.弥生時代の鉄器出土分布の変化 

  

 

 
 



 

弥生時代早期～弥生中期 中国から持ち込まれた鋳造鉄斧が鉄器の伝来のスタート 

その後 朝鮮半島から鉄器や鉄素材を輸入する一方、弥生時代の中期には北部九州で鉄器の鍛冶加工がはじまり、 

その後 弥生後期から終末期にかけて山陰・丹後・北陸など日本海沿岸諸国並びに瀬戸内で拠点的な鉄器生産が始まる 

ただし、実用利器は非常に限られた小物生産で また、鉄器加工生産の量・質・技術には 西から東に行くほど退化の傾向 

があり、素材の輸入を朝鮮半島に頼り、その流通を主に北部九州に頼っていたことが色濃く反映されている。 



 
 村上恭通 2010.11.21. 五斗長垣内遺跡シンポジュウム スライドより 

  

高度な技術を有する鍛冶加工鉄製品が実用利器として用いられる九州に対し 関西以東では鏨切り法による鉄器生産 

鉄器生産の実力が朝鮮半島より先進技術が入る北部九州とそれ以外のところで大きな差がある。 

  

日本海沿岸の諸国では  

北部九州経由でない独自ルートを朝鮮半島と持っていた?? 

それぞれ 独自の文化を花開かせ、鉄の蓄積も図っている。  

 

 

 

  

弥生時代は鉄器流入による農耕文化と思われ

がちであるが、鉄器素材を独自に作ることがで

きず、広く大量に鉄を利器として使われるのは

むしろ古墳時代以降である。 

鉄器の使用は本当に限られ、日本各地の地方で

その鉄の使われ方もまだ、ばらばらである。 

鉄素材を自由に独自に作れず、加工技術も朝鮮

半島に頼らねばならない時代 先進地からの

距離が鉄の技術・価値感にも色濃く反映してい

る。 

 

 



   

【鋳造鉄器の伝来 弥生時代早期～弥生中期 中国から持ち込まれた鋳造鉄斧】 

 

弥生時代の中期には北部九州で鉄器加工がはじまり、その後 弥生後期から終末期にかけて山陰・丹後・北陸など日本海沿岸

諸国並びに瀬戸内で拠点的な鉄器生産が始まる。ただし、実用利器は非常に限られた小物生産で また、鉄器加工生産の量・

質・技術には 西から東に行くほど退化の傾向。 

集落から出土する実用鉄器は 腐食によって 土中に消えてしまうことが多く、その出土数は小さい。しかし、鉄斧の柄の出

土や急速な石器出土数の減少などから 石器社会から鉄器社会への激変がうかがえ、「幻の鉄器」と呼ばれる。 

弥生後期 鉄器出土数の少ない近畿地方でも その後半には急激な鉄器化が進んでいることが、「幻の鉄」の存在からうかが

える。 

 

                     



 

北部九州の代表的な鉄器   山陰 妻木晩田遺跡・青谷上寺地遺跡の鉄器 丹後 奈香岡遺跡出土鉄器 

   

阿波矢野遺跡出土鉄鏃       兵庫 会下山遺跡出土品   近畿以北出土金鏨加工鉄鏃   

 

 玉つくり工房が展開された北陸の鉄 

    近畿地方鉄器化の先駆け 淡路島 弥生後期  

日本最大級の鍛冶工房集落 五斗長垣内遺跡(高地性集落) 

周辺の数多くの集落・高地性集落と同様約１７０年づいた鍛冶集落は２世紀末消え去る 



4. 卑弥呼邪馬台国から大和王権の確立へ  

近つ飛鳥博物館白石太一郎館長の説 

卑弥呼の時代 東海地方には前方後方墳を作る大和とは異なる文化があった。 

卑弥呼と対立していたという魏志倭人伝にも記載がある狗奴国がこの東海地方ではないかという。 

正始8年（248年）、邪馬台国と狗奴国との紛争に際し、帯方郡から塞曹掾史張政が派遣されている。  

この狗奴国の場所は明確になっていないが、濃尾平野・東海地方と考えられている。 

   そして 纏向遺跡が隆盛する4世紀この東海地方は前方後方墳を捨て 一機に前方後円墳を築造する。 

  この時期か纏向遺跡隆盛と一致し、卑弥呼連合にさらに東海から東国 出雲・丹後・越などの日本海側諸国も加わって 

  大和王権が成立。 新しい体制が必要になった大和王権がその根拠としたのが、纏向ではないかと 

 



5.鉄の歴史年表 

 

 

 

 



6. 歴史年表と編年の対応 

古墳時代以前 日本には文字がなく、年代検討を行うには文字で年号が記載されている中国史書を手掛かりに 

土器器編年・鏡編年などを組み合わせて年代を検討する。史書は日本の弥生・古墳時代の時代比定ををする有力な司法である。 

それに 最近では 加速器 C14 年代測定法 年輪年代測定法など制度の良い年代測定法が用いられ、数 10 年単位程度にも年

代が比定できるようになりつつある 

 



 



 

 

 


